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データで見る、中国の新興技術分野における特許の蓄えが強化されている

今年 6 月末までに、中国国内の有効な発明特許件数の上位三技術分野は、コンピュータ技術、測定及び

デジタル通信であり、それぞれ全体の 9.4%、7.6% 及び 6.8% を占めている。成長率の上位 3 分野は情報技

術管理方法、コンピュータ技術及び医学技術で、それぞれ前年同期比78.5%増、32.3%増、27.1%増であった。

国家知識産権局戦略計画司の司長によると、2021 年末までに、中国のデジタル経済の中核産業における

有効な発明特許の数は 2016 年の 2.8 倍の 97.7 万件に達し、国内有効発明特許の 35.2% を占めたという。

中国はデジタル経済の主要なコア技術分野で良好な発展を呈している。人工知能を例にとると、2021 年

に中国が中米欧日韓の世界 5 大知識産権局で授権した人工知能発明特許は 5.7 万件に達し、2016 年の 5.1

倍で、年平均成長率 38.5% となる。ドイツ特許商標庁が最近発表した報告書でも、2021 年、デジタル通信

などデジタル化に関連する技術分野において、中国のドイツでの特許出願公開件数が前年に比べて明らか

に増加し、優位な地位が強固になりつつある。

特  許

中国知的財産報　より

2021 年中国と「一帯一路」沿線国におけるパテントポートフォリオは双方向に増加

最近、国家知識産権局が公表した最新の知的財産権統計ブリーフィングにおける統計データによると、

2021 年、「一帯一路」沿線国における中国企業の特許出願公開件数と授権件数、及び沿線国による中国で

の発明特許出願件数は、いずれも異なる程度で増加しており、パテントポートフォリオが双方向に増加す

る勢いを示している。

先日、国家知識産権局弁公室が「2021 年度及び直近 5 年間に登録された特許実施許諾契約に関するデー

タの公表に関する通知」（以下、「本通知」という）を発表した。

本通知では、2021 年度及び 2017 年～ 2021 年の特許実施許諾使用料に関するデータを公表し、データの

普及・使用を強化し、知的財産権の許諾、取引における評価・価格決定及び権利侵害賠償金額の確定のた

めにデータの参考を提供することを要求している。添付された「2021 年度特許実施許諾統計データ」は、

契約書に明記された支払方法、取引金額、歩合費率などの重要な情報を収集したものであり、合計 4,271

件であり、16,125 件の特許を対象としている。製造業、科学研究及び技術サービス業、建設業など国民経

済業界をカバーする。製造業を例にとると、契約件数は 1,623 件、平均ライセンス期間は 3.8 年、平均年

間契約金額は 77.9 万元であった。

国家知識産権局　より
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知的財産権

国家知識産権局が「知的財産統計年報 2021」を発表

先日、国家知的財産権局戦略計画司が「知的財産権年報 2021」（以下、「年次報告」）を発表した。本

「年次報告」には 2021 年中国の特許、商標、地理的表示、集積回路のレイアウト設計と関連する過去デ

ータが収録されている。本「年次報告」は、中国の各地域、分野別の知的財産権業務の進展、発明創造能力、

中国における外国のパテントポートフォリオの状況を理解・分析し、科学技術の発展を予測する上で重要

な参考価値を有する。

以下は年次報告の統計データと内容の一部を抜粋し、本ニュースレターの読者の皆様にご紹介します。

第 1部　特許出願の状況

1-1 国内外別 3種類の特許出願 /授権 /有効件数（2021 年）

* 有効件数：報告期間終了時に特許権が維持されていたファイルの数。統計範囲は、発明、実用新案、

意匠である。出願件数や授権件数とは異なり、有効件数はトラフィックデータではなくストックデータで

ある。
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知的財産権

注：第 1 部において、2016 年及びそれ以前のデータは特許出願受理件数であり、2017 年及びそれ以降

のデータは特許出願件数である。

第 2部　特許授権の状況

2-1 国内外別 3種類の特許授権の年度状況

1-2 国内外別 3種類の特許出願の年度状況
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知的財産権

第 3部　特許の有効状況

3-1 国内外別 3種類の特許有効の年度状況

* 有効件数：報告期間終了時に特許権が維持されていたファイルの数。統計範囲は、発明、実用新案、

意匠である。出願件数や授権件数とは異なり、有効件数はトラフィックデータではなくストックデータで

ある。

第 7部　商標出願、登録及び有効登録の状況

7-1 国内外別商標出願登録の年度状況

国家知識産権局の公式サイト　より


